






































































































































































































出身校 男 女 男 女 男 女 男女計
公立 44% 44% 44% 45% 760 757 1517
私立 29 27 41 38 701 626 1327
外国など 27 29 15 17 264 282 546
合計 100 100 100 100 1725 1665 3390
















































2006/07年 キングス セントジョンズ ロビンソン
収入合計 14.9 27.2 5.2
　　授業料 2.0  2.4  1.5
　　宿泊・飲食  3.9  5.1  2.5
　　施設使用料など  3.3
　　基金・投資収益  4.3 13.2  1.1
　　その他（注）  1.5 4.5  0.1
資産合計 154.7 549.8 29.5
　　有形固定資産  23.9 214.4 13.0






































































































全英で2000校以上のindependent school （public schoolを含む）があり，
全英生徒数の10％ほどを教育している。有名校の年間授業料は，日帰り通
学のデイ・スクールで1万～1万5000万ポンド（約200万円），全寮制のボー
ディング・スクールだと2万5000万ポンド（約400万円）に達する（表３を
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表３　有名私立校の年間授業料（単位：ポンド）
学校名 寄宿・通学の別 授業料
ウェストミンスター 通学 20664
ウィンチェスター 寄宿 27870
イートン 寄宿 28080
セントポールズ（女子） 通学 15612
セントポールズ（男子） 通学 16521
ノースロンドン・コレジエイト 通学 11925
ラッドレー 寄宿 26460
ワイコム・アビー 寄宿 27300
ジェイムス・アレン・ガールズ 通学 12285
マンチェスター・グラマー 通学 8976
出所：Good Schools Guide，2008年７月５，６日付けフィナンシャル・タイムズ紙掲載
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参照）。毎年の授業料で高級車が１台ずつ買える勘定である。
授業料が高いのは，多数の有能な教員を擁して，徹底的な少人数教育を
行うためであるが，ひとつには，これらの私立校が慈善団体に認定されて
おり，その資格を保持するためには，所得水準の低い家庭出身の生徒にも
奨学金を提供し，一定数の生徒を受け入れる必要があるからでもある。
父母による高額の授業料負担が可能な理由は，夫婦共稼ぎ世帯が増え，
母親の収入が父親の収入と同じレベルまで高まったことである。またひと
つには当然ながら，有名大学に入学することが，子供の将来のキャリア形
成上重要な課題となったことも影響しているのであろう。
ウェストミンスター，イートン，セントポールズといった有名私立校は，
有名大学への進学率が高いので，外国人の子弟も含めて受験者が殺到する。
イートンなどでは，大学並みにカレッジと自称し，生徒は燕尾服（モーニ
ング）を常時着用する。幼い時から大学生並みの自覚と誇りを植え付けら
れるわけだ。こうした有名私立校では，生徒にエッセイ（作文）を大量に
書かせて，教員が文章作成の個別指導をするらしい。
ケンブリッジ大学やオクスフォード大学には，今でもこうした有名私立
校出身者が集まる。これら有名私立校以外からの入学者は，昔はほとんど
がgrammar school出身者であったが，今では一般のcomprehensive school
出身者も多い。実際，2008年度ケンブリッジ大学入学者数の45%が
comprehensive school出身者であった。この比率は80年に一時69％まで高
まったが，その後低下し最近では40％台で落ち着いている。
もっとも私立校生の母集団は小さいから，有名私立校生のうち半分以上
がオックスブリッジに進学する。それにたいして母集団が大きい公立校生
の場合には，grammar school出身者でもオックスブリッジに進学するのは，
全体の10％程度だという（08年11月15～16日付けフィナンシャル・タイム
ズ紙）。公立校出身者と私立校出身者の間で，Aレベルの試験結果には大差
がないが，面接試問の段階になると，有名私立校出身者のほうがインタビ
ューでの受け答えに広がりと奥行きがあるらしい。
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労働党政権の教育政策
ブレア前首相は在任中“education, education, education”と連呼して，
教育の質向上を最優先課題のひとつにあげた。初等中等教育と大学教育と
で所轄省庁を分け，大学教育は革新・大学・技能省の管轄とした。（09年６
月に事業・革新・技能省に改組）。初等中等教育の管轄は児童・学校・家庭
省であり，また両省とは別に文化・メディア・スポーツ省もある。ブレア
政権の教育政策の特色は，企業経営流の目標管理手法を教育行政にも導入
した点である。全国統一のカリキュラムや共通テスト，公立校の自主経営
などの政策は，保守党政権時代から打ち出されていたが，その当時の政府
の役割は，政策立案とその法制化にとどまっていた。それがブレア政権に
なると，目標設定だけでなく目標達成状況のチェックも政府が行うように
なり，さらには政策実行のために目標達成度合に応じて予算を傾斜配分す
るようになった。特に読み書きと計算能力を高めるために，当該授業時間
数の増加や試験結果向上など一定の数値目標を設定し，それをクリアする
ようにノルマを課したのである。
ブレアは「組織（structure）よりも標準（standard）」といったスローガ
ンを掲げて数値目標管理を行った。公立校教育のほかにも，公立病院での
診療待ち時間，公共交通の信頼性，窃盗など犯罪件数などが数値目標によ
る管理の対象となった。なお初等中等教育に関して「組織（structure）よ
りも標準（standard）」といったスローガンが掲げられたのは，先に述べた
grammar school廃止にたいして根強い反対があり，いくつかのgrammar 
schoolが依然として残存していたため，数値目標によって自動的な解決を
図ろうとしたのかもしれない。
こうした政策の結果，読み書きと計算能力が統計データ上は高まったと
される。しかし，「相当に末梢的なことが起きたようだ」と書いたように，
たとえばテスト内容や評価方法を意図的にやさしくするといったようなこ
とも起きたようである。
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